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研究成果の概要（和文）：　本研究では計4回の現地調査を行った。第1回目の調査ではイランの首都テヘラン市を中心
に女性たちの生活実態把握のアンケート調査を行った。この調査では就業中の女性のみならず非労働力人口にカテゴラ
イズされる女性たちにも着目した。その結果，NGOやコミュニティ活動など，社会貢献活動に従事する女性が多く確認
された。そこで第2回目以降の調査では分析対象を社会貢献活動にフォーカスして事例を集めながら，現地における女
性の「仕事」「役割」について検討した。　
　また，現地のイスラーム思想の研究者とも情報交換を重ね現地の固有事情の整理に努めた。

研究成果の概要（英文）：I investigated four times in Iran during this program period. Firstly, I 
conducted research of the current living conditions of Iranian women by questionnaire; mainly in Tehran. 
In this research, I paid a great deal of attention not only to working women but also women who were 
classified as the population not in labor force. The findings of this research, many Iranian women 
attended to social contribution activities; such as NGO and social contribution activities. Therefore, I 
had focused attention on social contribution activities after second research, and I had considered 
women’s “job” and “role” in Iranian society.
Besides, I had exchanged information with Iranian researchers of Islamic Theology, and I had examined the 
social contribution activities also from the view point of regional characteristics of Iran.

研究分野： 途上国経済論
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  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 独自の内的発展理論を掲げる現代イラン
では，男女の役割や社会的配置がイスラー
ム・ベースの世界観によって導き出されて
いる。報告者はこれまで，同国労働市場を
対象に現地調査を行ってきたが，その全体
構造を解明するにあたりいくつかの課題も
明らかとなっている。特に大きな問題とし
て，女性労働の統計的な評価が現地の実態
と乖離していることが挙げられる。すなわ
ち，同国では労働力人口として公式統計で
活動状況が明らかになっている女性が少な
く，女性の従来の活動実態を公刊資料から
把握するのが難しい状況にある。（村上，
2011，2013）。こうした状況には，イスラ
ーム的価値観の影響が少なくない。つまり，
預言者ムハンマドの娘ファーティマを絶対
的な女性ロールモデルと位置付けるイラン
では，献身，母性，恭順などの倫理的要素
が女性の行動様式の基本原理となっている。
したがって、女性の携わる活動の多くが統
計上，労働として認定されずにいるが，報
告者は，こうした状況を統計上の不備とし
て殊更に問題視するのではなく，むしろ既
存の概念では分類・計量できない要素を積
極的に評価するべきだと考える。 
 他方で，現代イランの来し方に目を向け
ると，過去 35 年の間に革命－戦争－戦後
復興－経済制裁という経緯を辿ってきたこ
とで，社会構造に特殊イラン事情ともいう
べき特徴が看取されている。例えば，エー
ゲルとイスファハーニー（2010）は，戦中
のベビーブームがもたらした若年層の肥
大化による経済・社会構造の歪みを実証し
ており，同様の観点からアッバーシー他
（2009）（2010）はバースコントロール概
念の普及によって家庭内における女性の裁
量が劇的に改善し，同国における家父長制
に変化が生じたと指摘している。 
 またイランでのジェンダーに関する議論
を特徴付けるものとして，イスラーム・フ
ェミニズムの勃興が挙げられる。例えば，
ミール＝ホセイニー（2004）はイスラー
ム・フェミニズムの多様な方向性を示して
いる。またラシュティ他（2011）は，伝統
的な制度を女性側が積極的に活用すること
で女性の地位向上が可能となる興味深い事
例を示した。我が国においても中西（1996）
（2002），桜井（2004）（2009），山崎（2009）
（2010）らによって，現代イランにおける
女性の潜在能力伸張と，それに関する多様
な議論のあり方が明らかとなっている。こ
うした既存の議論から，イスラーム・ベー
スのジェンダーおよび両性の社会的配置に
ついては，「家父長的」「父権的」「（女性が）
従属的」といったステレオタイプの価値観
ではその全体構造を検討することは不可
能であることが分かる。 
 以上を別言すれば，イラン女性の「働き
方」「活動全般」には，「見えづらさ」「把

握しづらさ」という根源的な課題がつきま
とっていると言え，またその理解に向けて
現地適合的な議論の整理が必須であると
指摘できよう。 
 
２．研究の目的 
 イラン女性の仕事の範疇や活動領域を構
造化に向けて，どのような分析視覚が有効
だろうか？報告者は，イラン女性が係わる
労働の種類、時間、強度の実態と市場経済
が想定する労働概念のギャップが大きく，
それが地域の固有事情に大きく影響され
ている点に注目した。 
 本研究の目的はテヘラン市を主なフィー
ルドに，イラン女性の活動全般の事例分析
を重ね，それと同時に労働市場への関与の
あり方も検討することで，同国における女
性の社会的配置の解明を目指すものであ
る。ここで言う「活動全般」とは，労働市
場だけではなく私的領域や地域社会も含
んだ生活領域全般を指す。このように女性
の活動領域を重層的に捉えることで，同国
女性の「仕事」「役割」の領域や，社会的
配置の構造的な把握を目指した。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するために，現地におけ
るアンケート，インタビュー調査，文献収集，
オンライン資料の分析を行った。 
１）文献調査について 
 具体的には（ⅰ）マクロ統計データベース
の量的評価の整理・分析，（ⅱ）イランや周
辺地域におけるイスラーム・フェミニズムの
議論，（ⅲ）同国における家族関連法規や労
働法，組織活動に関わる法制度，（ⅳ）同国
労働市場や女性の就学・就業に関する既存の
研究動向，（ⅴ）現地における各種メディア
の言説――以上 5つの視点より整理・検討を
行った。 
２）現地調査について 
 本研究期間中，現地調査は４回行った。 
 まずは 2014 年 9月から 10 月にかけて，イ
ランの首都テヘラン市を中心に女性たちの
生活実態把握のためアンケート調査を行っ
た。この調査は予備的調査であり，主な目的
は調査方法や検討課題の精査であった。なお
分析視角の特徴については，就業中の女性
のみならず非経済活動人口にカテゴライ
ズされる女性たちにも着目したことが挙
げられる。この予備調査の結果を元に，第
2 回目以降の調査では対象を社会貢献活動
に従事する女性にフォーカスした。 
 また，現地のイスラーム思想の研究者と
情報交換を重ねることで，現地適合的な分
析視覚・概念の整理に努めた。 
 
４．研究成果 
 当初の計画では，第1回目調査で「大学生」，
「就業者」，「主婦」といった活動カテゴリー
を念頭に置き，それぞれの基本属性の特徴，



活動状況の把握と傾向分析，ライフコース設
計のあり方等を検討し，第2回目の調査で「生
産領域＝仕事場」と「再生産領域＝家庭」
という空間概念の下，女性たちの意思決定メ
カニズムや各空間における裁量の実態を検
討していく予定だった。しかし，第 1回目の
調査で，普段の生活の中で社会貢献活動に携
わる女性が多いことが明らかとなった。そこ
で，分析対象を「非営利組織」や「社会貢献
活動」にフォーカスすることとした。 
 「非営利組織」や「社会貢献活動」とい
う切り口からアプローチすることで，労働
市場論ではカヴァーしきれない女性の役
割や社会的ニーズの実情と，多様な組織行
動を包摂した議論が可能となるためだ。 
 本研究成果は以下の通りである。 
１）イラン社会特有の人的資源活用策 
 革命後のイランでは女性が社会を維持す
るための担い手として活動する素地が再
編・強化された。特に，社会貢献活動とい
う切り口から女性たちの社会的配置を見た
場合，彼女らを社会発展に積極的に活かす
ような動員体制が採られたことが大きな
特徴と言える。しかもそれは，当局が掲げ
るイスラーム的価値観に沿った形で実践
されている。 
２）イスラームと社会貢献活動 
 イスラーム社会においては，宗教倫理に
基づく互助的行動様式が広く共有されてい
る。イスラーム社会の NGO 活動は，現世
での善行実践の場であり，良きムスリムと
しての内面を外化していく過程といった要
素がある（子島，2014）。また，イランに
おける慈善活動とイスラーム思想の関係性
については細谷（2011）が詳細に分析して
いる。 
 本研究でも，市場外での財・サービスの
やり取りにイスラーム的価値観や少なく
ない影響を与えていることが確認された。
その特徴として，一つは各地のモスクと紐
付けられたコミュニティベースの慈善活
動がハレとケの両方をカヴァーしうるよ
う組織化され行われていること，第二にイ
スラームに由来する慈善活動が社会保障
制度の間隙を埋める役割を果たしている
こと（この点は細谷の指摘とも一致する），
そしてこれらが「法学者による統治理論」
を主体とした独特の体制の下で活性化し
ていることが挙げられる。 
３）イラン社会の変化 
 現地調査の結果，全体傾向として，貧困
や環境問題，公共マナーなど社会問題が広
く認知されつつあること，以前よりも組織
活動が実践しやすい政治環境になったこ
と，そして権威主義体制と市民社会の醸成
がパラレルに進む様子が確認された。また
活動を通じて，組織文化の共有や組織コミ
ットメントが向上している様子も伺えた。 
４）イラン女性の「仕事」「役割」 
 現地調査から，女性の「仕事」「役割」に

ついては以下の特徴が確認された。 
 まず有給・無給に関わらず，多くの女性
が NGO スタッフとして活動しており，特
に高学歴女性の活躍の場という側面が看
取された。また退職後の女性をボランティ
アとして活用している NGO もあり，これ
は女性のキャリアが労働市場から退出し
た後も続いていることを示す好例と言え
るだろう。ただし多くの場合，「生活費を得
るための労働の場所」としてのキャパシテ
ィはない。多くの女性が NGO や社会貢献
活動を支える理由として，この点が大きく
影響していると言えよう。つまり，財政面
や持続面の厳しさを女性がカヴァーして
おり，その要因として性別役割規範によっ
て生活費の獲得を女性はそれほど期待され
ていないことが挙げられる。 
 また，統計上は主婦とされる人々も，社
会貢献活動に活発に関与している状況も
確認された。公刊統計におけるイラン女性
の経済活動状況の典型は主婦であるが，そ
れは彼女たちの活動場所が家庭内に限定さ
れることと同義ではないと言えよう。 
５）まとめ 
 以上より，革命後のイランでは女性が社
会を維持するための担い手として活動す
る素地が再編・強化されたこと，女性のキ
ャリア形成や自己実現の場としてNGOの活
用に期待が高まっていることが確認され
た。また，こうした社会全体の潮流と個々
人の行動様式・思考パターンとが相互に作
用しあう様子も実態レベルで把握された。 
 経済制裁解除の決定以降，現在のイラン
は歴史的転換点に差し掛かっていると言え
る。これまでの研究領域の空白を埋めると
同時に，同国女性のあり方，そして社会変
化とその方向性について，一端を解明しえ
たものと考える。 
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